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Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
条
約
締
結
七
〇
周
年
と
な
る
二
〇
二
一
年
九
月
、
バ

イ
デ
ン
米
大
統
領
、ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相
、モ
リ
ソ
ン
豪
首
相
の
三
ヵ

国
首
脳
は
、
オ
ー
カ
ス
（
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
安
全
保
障
お

よ
び
防
衛
関
連
の
科
学
技
術
、
産
業
基
盤
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

よ
り
深
い
統
合
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
枠
組
み
だ
。
詳
細

は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
が
、
三
ヵ
国
間
の
技
術
協
力
の
当
面
の

目
標
と
な
る
の
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
子
力
推
進
型
潜
水
艦（
原

潜
）
の
共
同
開
発
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
原
潜
導
入
を
決
定
し
た
経
緯
を

振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
略
的
意

図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

新
型
潜
水
艦
導
入
を
め
ぐ
る
迷
走

  

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
新
型
潜
水
艦
導
入
計
画
を
正
式
に
発
表
し
た

の
は
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
だ
。
二
五
年
ご
ろ
ま
で
に
初
号
艦
の
就
役

を
目
指
し
、
計
十
二
隻
を
調
達
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
予
算
は
総
額

五
〇
〇
億
豪
ド
ル
（
約
四
兆
円
）
と
さ
れ
、
豪
史
上
最
大
の
防
衛
調

達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

豪
政
府
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
推
進
型
潜
水
艦
の
導
入
を
想
定
し
、

『
二
〇
〇
九
年
版
国
防
白
書
』
で
も
原
潜
を
明
確
に
否
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
広
大
な
海
域
に
海
軍
力
を

獨
協
大
学
教
授

永
野
隆
行

米
英
豪
に
よ
る
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
の
枠
組
み
が
発
表
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
原
子
力
潜
水
艦
の
共
同
開
発
に
踏
み
切
っ
た
。

突
然
の
方
針
転
換
に
、
関
係
国
は
そ
の
真
意
を
い
ぶ
か
し
が
る
が
、

背
景
に
は
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
「
継
続
的
関
与
」
へ
の
不
安
が
あ
る
。

英
国
の
果
た
す
役
割
や
周
辺
国
の
懸
念
を
踏
ま
え
、
そ
の
内
実
を
読
み
解
く
。

な
が
の　

た
か
ゆ
き 

上
智
大
学
大
学
院
外
国
語

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
大
学
院

で
博
士
（
国
際
関
係
論
）
取
得
。
専
門
は
国
際
関

係
論
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
史
。
共
著
書
に
『
帝

国
の
遺
産
と
現
代
国
際
関
係
』『
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
』『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
門
（
第
二
版
）』
な
ど
。

な
ぜ
豪
州
は
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
を
選
ん
だ
か

―
―
対
中
脅
威
認
識
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
不
安
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展
開
す
る
必
要
の
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
、
原
潜
が
果
た

し
う
る
役
割
は
大
き
く
、
豪
海
軍
関
係
者
や
安
全
保
障
専
門
家
の
あ

い
だ
で
は
原
潜
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
実
際
、
過
去
に
政

府
内
で
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
級
原
潜
の
リ
ー
ス
、
も
し
く
は
購

入
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
原
子
力
産
業
の
不
在
や
予
想

さ
れ
る
世
論
の
反
発
な
ど
か
ら
不
可
能
、
非
現
実
的
で
あ
る
と
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
一
六
年
四
月
、
仏
ネ
イ
バ
ル
社
と
の
共
同
開
発
で
デ
ィ
ー

ゼ
ル
推
進
型
潜
水
艦
を
建
造
す
る
方
針
が
決
ま
っ
た
（
正
式
な
契
約

締
結
は
一
九
年
二
月
）。
共
同
開
発
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
日
本

と
ド
イ
ツ
が
退
け
ら
れ
た
の
は
、
ス
テ
ル
ス
技
術
や
国
内
建
造
率
な

ど
で
フ
ラ
ン
ス
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い

る
。
日
独
仏
三
ヵ
国
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
だ
け
が
原
潜
を
保
有
し
て
い

た
こ
と
も
背
景
に
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
可
能
で
あ
る
が
、
選
定
プ

ロ
セ
ス
に
関
わ
っ
た
当
時
の
タ
ー
ン
ブ
ル
豪
首
相
は
そ
れ
を
否
定
し

て
い
る
。
新
型
潜
水
艦
最
後
の
一
二
隻
目
が
就
役
す
る
ま
で
に
は
、

初
号
艦
就
役
か
ら
十
数
年
か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
潜
水

艦
計
画
が
原
潜
導
入
へ
と
方
向
転
換
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

そ
の
場
合
に
は
設
計
変
更
に
よ
っ
て
対
応
可
能
な
の
は
フ
ラ
ン
ス
だ

け
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

  

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
潜
水
艦
共
同
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
迷

走
し
た
。
仏
側
に
よ
る
潜
水
艦
の
機
密
情
報
漏
洩
問
題
に
始
ま
り
、

建
造
コ
ス
ト
の
膨
張
、
計
画
の
遅
延
、
国
内
建
造
率
の
低
下
な
ど
、

装
備
調
達
計
画
で
は
想
定
内
と
も
い
え
る
事
態
が
次
々
と
明
る
み
に

出
た
。
特
に
計
画
の
遅
延
は
、
現
有
の
コ
リ
ン
ズ
級
潜
水
艦
を
延
命

し
な
い
限
り
、
豪
海
軍
保
有
の
潜
水
艦
数
が
ゼ
ロ
と
な
る
「
能
力

ギ
ャ
ッ
プ
」
が
生
じ
る
リ
ス
ク
を
高
め
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
豪
国

防
次
官
は
二
一
年
六
月
に
議
会
で
証
言
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
共
同
事

業
の
継
続
を
明
言
す
る
一
方
で
、
万
が
一
に
備
え
た
「
危
機
管
理
計

画
」
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
豪
仏
共
同
開
発
の
先

行
き
に
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
た
が
、
八
月
末
に
開
催
さ
れ
た
初
の

豪
仏
外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議
後
の
共
同
声
明
で
は
、
双
方
が
「
潜
水

艦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
を
強
調
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
九
月
に
は

詳
細
な
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
契
約
が
交
わ
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
関
与
を
後
押
し

　

そ
の
よ
う
な
中
で
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
が
発
表
さ
れ
た
。
豪
政
府
は
フ
ラ

ン
ス
と
の
契
約
を
破
棄
、
英
米
と
の
協
力
に
よ
り
原
潜
を
開
発
す
る

方
針
を
表
明
し
た
。
ル
ド
リ
ア
ン
仏
外
相
は
議
会
公
聴
会
で
「
豪
国

防
省
は
（
契
約
破
棄
の
直
前
ま
で
）
全
て
は
順
調
で
、
こ
の
ま
ま
進

め
よ
う
と
言
っ
て
い
た
。
誰
か
が
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
」
と
述
べ
、

豪
政
府
の
対
応
に
強
い
不
満
を
表
明
し
て
い
た
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
原
潜
導
入
を
決
断
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
、
つ
ま
り
中
国
の
軍
事
大
国

化
と
米
国
の
相
対
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
特
に
中
国
の
海
軍
力
強
化
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
に
は
、
国
防
関

係
者
を
中
心
に
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
誕
生
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
米
軍
事
関
与
の
縮
小
や
米

豪
同
盟
の
弱
体
化
へ
の
対
応
策
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
の
必
要
性
を
著
し
く

高
め
た
。
モ
リ
ソ
ン
首
相
は
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
発
表
後
の
記
者
会
見
で
、

「
こ
の
地
域
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
享
受
し

て
き
た
、
比
較
的
穏
や
か
な
安
全
保
障
環
境
は
過
去
の
も
の
と
な
っ

た
」
と
語
り
、
原
潜
導
入
と
い
う
決
断
は
「
単
な
る
心
変
わ
り
で
は

な
く
、
必
要
性
の
変
化
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
安
全
保
障
環
境
の
変
化
、
中
で
も
米
軍
事
関
与
の
不
確

実
性
へ
の
豪
政
府
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
し
て

軍
事
力
を
強
化
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
関
与
を
補
完
、

も
し
く
は
そ
の
継
続
を
促
し
、
さ
ら
に
は
中
国
の
行
動
を
抑
止
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
具
体
的
に
提
示
し
た
も
の
が

二
〇
二
〇
年
七
月
の
『
二
〇
二
〇
年
国
防
戦
略
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
Ｄ

Ｓ
Ｕ
２
０
２
０
）』
と
、
二
〇
一
四
年
に
米
豪
両
政
府
が
合
意
し
て

い
た
「
米
戦
力
態
勢
構
想
」
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｕ
２
０
２
０
は
、
豪
独
自
の
軍
事
力
と
抑
止
力
の
強
化
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
り
、
陸
・
海
・
空
、
宇
宙
空
間
、
情
報
と
サ
イ
バ
ー

空
間
の
戦
略
体
系
に
お
け
る
戦
力
獲
得
の
た
め
に
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
約
二
七
〇
〇
億
豪
ド
ル
（
約
二
〇
兆
円
）
を
投
じ
る
と
し
た
。

特
に
長
距
離
攻
撃
能
力
の
獲
得
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
米
海
軍
の
Ａ

Ｇ
Ｍ-

１
５
８
Ｃ
長
距
離
対
艦
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
）
の
調
達

も
含
ま
れ
て
い
る
。
原
潜
も
こ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
方
で
「
米
戦
力
態
勢
構
想
」
は
、
米
軍
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
米
軍
関
与
の
強
化
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
米
海
兵
隊
に

よ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
へ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
留
を
筆
頭
に
、
米
航
空

機
の
訪
豪
・
豪
軍
事
施
設
使
用
を
拡
充
し
て
、
米
豪
間
の
相
互
運
用

性
の
強
化
や
両
軍
に
よ
る
地
域
関
与
の
拡
大
を
目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
発
表
後
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
米

豪
外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議
（
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
）
で
は
「
米
戦
力
態
勢

構
想
」
を
推
進
す
る
た
め
、
全
種
類
の
米
軍
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

配
備
が
合
意
さ
れ
た
。
今
後
は
米
海
軍
艦
艇
の
ア
ク
セ
ス
や
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
い
か
に
拡
大
し
て
い
く
か
が
焦
点
と
な
ろ
う
。
イ
ン
ド
洋
に

面
し
た
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
海
軍
基
地
を
米
海

軍
主
要
艦
艇
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
備
の
た
め
に
整
備
、
拡
大
す
る

構
想
が
以
前
か
ら
あ
り
、
米
軍
の
シ
ー
パ
ワ
ー
の
増
強
に
大
い
に
役

立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
豪
海
軍
潜
水
艦
隊
の
母
港
で
も
あ
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る
同
基
地
は
、
イ
ン
ド
洋
を
行
き
来
す
る
米
海
軍
艦
船
や
潜
水
艦
の

補
給
・
物
流
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
港
と
し
て
利
用
実
績
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で
、
中
国
に
よ
る
貿
易
制
限
な
ど
の
経
済
的

強
制
措
置
に
苦
し
む
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
し
て

き
た
。
ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
は
「
米
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

こ
の
問
題
で
一
人
に
し
て
お
く
こ
と
は
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

し
か
し
豪
国
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
姿
勢
を
評
価
す
る
一

方
で
、
具
体
的
な
行
動
が
出
て
こ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
不
満
や
不

安
が
あ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
米
軍
が
撤
退
し
、
米
国
と
の

同
盟
に
対
す
る
信
頼
性
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
は
ア
メ
リ
カ
の
対
豪
同
盟
へ
の
継

続
的
関
与
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
価
値

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
に
イ
ギ
リ
ス
を
加
え
た

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
も
そ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
潜
導
入

は
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
、
さ
ら
に
は
英
米
の
「
特
別
な
関
係
」
な
し
に

は
実
現
し
得
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
原
潜
導
入
の
意
思
を
固
め
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
ま
ず
相
談
し
た
相
手
も
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

　

原
潜
に
関
す
る
技
術
は
、
軍
事
技
術
の
中
で
も
最
高
機
密
に
あ
た

る
と
さ
れ
る
。
米
国
が
そ
の
最
高
機
密
を
イ
ギ
リ
ス
に
提
供
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
八
年
の
英
米
相
互
防
衛
協
定
（「
相
互

防
衛
目
的
の
た
め
の
原
子
力
の
利
用
に
関
す
る
協
力
協
定
」）
の
締

結
で
あ
っ
た
。
英
米
に
核
関
連
技
術
に
関
し
て
「
特
別
な
関
係
」
が

誕
生
し
た
の
だ
。
米
国
は
同
法
に
基
づ
き
、
核
兵
器
に
関
す
る
機
密

情
報
を
イ
ギ
リ
ス
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ

ス
は
同
国
初
と
な
る
原
潜
「
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
」
の
た
め
の
原
子
力

推
進
機
関
を
米
国
か
ら
調
達
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
米
国
が
イ
ギ
リ
ス
と
協
定
を
結
び
、
最
高
機
密
を
提

供
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
背
景
に
あ
る
の
が
、
五
七
年
の
ソ
連
に
よ

る
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は

西
側
防
衛
体
制
の
強
化
の
必
要
性
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
科
学
技
術

協
力
の
増
進
の
必
要
性
を
認
識
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
歴
史
に
な

ぞ
ら
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
原
潜
技
術

の
提
供
を
決
断
し
た
背
景
に
も
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
打
ち
上
げ
成
功
に

匹
敵
す
る
「
シ
ョ
ッ
ク
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
よ
う
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
中
国
の
軍
事
力
増
強
へ
の
強
い
危
機
感
で
あ
る
。

  
そ
し
て
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
は
イ
ギ
リ
ス
を
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安

全
保
障
へ
の
関
与
を
確
保
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
パ
イ
ン
豪
元
国
防

相
は
英
下
院
国
防
特
別
委
員
会
で
証
言
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
へ
の
関
与
が
、Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
を
通
じ
て「
単
な
る
レ
ト
リ
ッ

ク
を
超
え
て
正
式
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
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英
政
府
は
二
〇
二
一
年
三
月
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
安
全
保
障
政
策

の
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
「
統
合
レ
ビ
ュ
ー
」、い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
構
想
を
発
表
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
の

重
心
を
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
置
く
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
版
「
ア
ジ

ア
・
ピ
ボ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ア

ジ
ア
・
ピ
ボ
ッ
ト
」
を
促
し
、
維
持
し
て
い
く
と
い
う
政
治
的
意
図

が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
も
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
は
自
ら
の
外
交
・
安

全
保
障
戦
略
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
豪
側
か
ら
原
潜

開
発
協
力
に
関
し
て
打
診
を
受
け
た
際
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相
は
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
太
平
洋
関
与
を
よ
り
実
態
の
あ
る
も
の
に
す
る
好

機
と
見
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
英
国
際
戦
略
研
究
所
の
ユ
ア

ン
・
グ
ラ
ハ
ム
に
よ
れ
ば
、
原
潜
共
同
開
発
案
を
英
米
豪
三
ヵ
国
間

の
よ
り
広
範
な
軍
事
技
術
の
共
有
枠
組
み
へ
と
拡
大
さ
せ
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
提
供
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
問
う
二
回
目
の
住
民

投
票
実
施
の
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
な
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

が
独
立
し
た
場
合
、
英
海
軍
は
原
子
力
潜
水
艦
の
母
港
ク
ラ
イ
ド
海

軍
基
地
、
つ
ま
り
は
英
核
戦
力
の
拠
点
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
代
替

基
地
が
必
要
に
な
る
。
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
九
月

上
旬
、
英
国
防
省
高
官
の
話
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
備

え
て
英
海
軍
基
地
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
マ
ス
の
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
、

も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
移
転
す
る
極
秘
計
画
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
が
、
英
海
軍
潜
水
艦
は
過
去
に
豪
シ
ド
ニ
ー
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
に
よ
っ
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
海
軍
基
地
を
母
港
と
す
る
可
能
性
も
出
て
く
る
で
あ
ろ

う
。

A
S
E
A
N
諸
国
の
不
安
を
解
く
努
力
を

　

ア
メ
リ
カ
と
英
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
関
与
が
深
ま
ろ
う
と
す
る
一

方
で
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
が
こ
こ
ま
で
ギ

ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
予
想

外
で
あ
っ
た
ろ
う
。
豪
国
内
で
も
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
を
め
ぐ
る
豪
政
府
の

外
交
的
不
手
際
を
批
判
す
る
声
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

は
南
太
平
洋
に
領
土
を
有
し
、
仏
海
軍
艦
艇
や
哨
戒
機
な
ど
の
航
空

機
を
展
開
し
て
警
戒
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
イ
ン
ド
太
平
洋
パ

ワ
ー
で
あ
り
、
豪
仏
関
係
の
早
急
な
修
復
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関
係
に
も
最
大
限
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
米
中
対
立
の
間
で
、
極
め
て
難
し
い

外
交
的
舵
取
り
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
米
中
ど
ち
ら
か
一
方
に
加
担

す
る
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
は
政
治
的
に
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
米
中
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ど
ち
ら
の
側
に
つ
く
の
か
決
断
を
迫
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
筆
頭
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
理
解
を

得
る
べ
く
、
継
続
的
な
対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
一
〇

月
末
に
開
催
さ
れ
た
豪
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
が
「
包
括
的
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
構
築
で
合
意
に
至
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
と
っ
て
望
ま
し
い
展
開
と
い
え
よ
う
。

　

国
際
関
係
は
「
力
の
体
系
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
利
益
の
体
系
」

で
あ
る
。
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
が
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
「
力

の
体
系
」
へ
の
関
与
を
促
す
も
の
だ
と
す
れ
ば
、「
利
益
の
体
系
」

へ
の
関
与
は
い
ま
だ
不
明
瞭
な
ま
ま
だ
。
バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
「
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協

定
」（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
慎
重
な
態
度
を
崩
し

て
い
な
い
と
伝
え
ら
れ
る
。
中
国
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
申
請
を

す
る
な
か
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｐ
T
P
P
参
加
を
粘
り
強
く
促
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

豪
国
内
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
世
論
は
原
潜
導
入

に
関
し
て
は
驚
く
ほ
ど
冷
静
だ
。
最
大
野
党
労
働
党
も
政
府
の
決
定

を
条
件
付
き
な
が
ら
支
持
し
て
い
る
。
今
後
、
原
潜
導
入
を
め
ぐ
っ

て
軋
轢
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
原
潜
導
入
計
画
の
遅
延
に
よ
る
「
能

力
ギ
ャ
ッ
プ
」
問
題
が
契
機
と
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
安
全
保
障
上

の
問
題
を
生
起
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た

め
に
英
米
か
ら
原
潜
を
リ
ー
ス
も
し
く
は
購
入
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
豪
国
内
で
の
建
造
に
よ
っ
て
雇
用
を
通
じ
た
国
内
へ
の
利
益
還

元
と
い
う
方
程
式
が
崩
れ
、
豪
国
防
産
業
、
労
働
界
か
ら
強
い
反
発

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
原
潜
導
入
へ
の
世
論
の
風
当
た
り
が
強

く
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
モ
リ
ソ
ン
首
相
は

否
定
し
て
い
る
が
、
温
暖
化
対
策
と
も
関
連
し
て
、
国
内
原
子
力
産

業
創
設
を
求
め
る
声
が
財
界
・
労
働
界
か
ら
出
始
め
て
い
る
。

二
〇
年
ス
パ
ン
の
取
り
組
み
に

　

現
時
点
で
は
原
潜
を
英
米
豪
の
協
力
の
も
と
で
開
発
す
る
と
い
う

意
思
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
今
後
一
年

半
を
か
け
て
検
証
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
契

約
が
破
棄
さ
れ
た
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
原
子
力
推
進
型
で
あ
れ
、

通
常
型
で
あ
れ
、
潜
水
艦
建
造
計
画
が
白
紙
の
状
態
で
あ
る
。
マ
ク

ロ
ン
仏
大
統
領
は
Ｇ
20
の
際
、
皮
肉
を
込
め
て
「
幸
運
を
祈
る
」
と

発
言
し
て
い
た
が
、
順
調
に
進
ん
だ
と
し
て
も
導
入
は
二
〇
四
〇
年

頃
と
さ
れ
、
今
か
ら
約
二
〇
年
の
歳
月
を
要
す
る
。
そ
れ
ま
で
に
英

米
豪
三
ヵ
国
で
、
何
度
の
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
、
何
度
の
政
権
交
代

が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
か
。
三
ヵ
国
の
政
府
は
国
民
の
審
判
を
何
度
も

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
途
は
多
難
だ
。
●




